
国
際
連
帯
カ
ン
パ
に
ご
協
力
を

▲単組の組織強化を目的に自治労共済を活用しよう

▲瀬戸家みのりさん

▲氷室佐由里さん

分
断
を
超
え
て
希
望
あ
る
未
来
を

み
な
さ
ん
か
ら
の
支
援
が

貧
困
を
な
く
す
未
来
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

年末年始・書記局閉局のお知らせ年末年始・書記局閉局のお知らせ
府本部・共済府支部の閉局は下記のとおり

書記局閉局 １２月２7日（土）～１月4日（日）
じちろうマイカー共済・住宅災害
共済事由発生時の連絡先（24時間・365日受付）

■住宅損害受付センター

■じちろうマイカー共済
事故受付

ロード
サービス

0120-0889-24
0120-889-376
0120-131-459

　

府
本
部
は
１１
月
２１
日
、
１０

月
に
京
都
府
知
事
宛
に
提
出

し
た
要
求
書
に
対
す
る
府
自

治
振
興
課
と
交
渉
を
行
っ

た
。
冒
頭
、
府
本
部
森
本
執

行
委
員
長
が
「
各
単
組
の
確

定
闘
争
も
大
詰
め
を
迎
え
全

　

前
半
は
、
自
治
労
本
部
の

氷
室
佐
由
里
総
合
労
働
局
長

が
「
労
働
組
合
の
運
動
と
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
講

師
は
入
職
当
時
「
職
場
も
労

働
組
合
も
男
女
平
等
で
は
な

か
っ
た
」
こ
と
が
自
治
労
運

動
を
続
け
て
き
た
き
っ
か
け

と
自
己
紹
介
。
自
治
労
の
意

義
と
し
て
、「
交
渉
力
・
情

報
力
・
社
会
的
発
言
力
の
向

上
」
を
挙
げ
、
組
合
員
の
生

活
と
権
利
を
守
る
た
め
に

は
、
単
組
で
の
主
体
的
な
活

動
が
不
可
欠
だ
と
強
調
し

世
代
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る

勧
告
に
準
拠
し
『
最
低
で
も

人
勧
実
施
を
』
と
自
治
労
で

も
取
り
組
み
を
勧
め
て
い

る
。
府
か
ら
も
前
向
き
な
回

答
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

府
自
治

振
興
課
の

山
本
課
長

は
、「
全

国
的
な
人

材
不
足
の

な
か
、
府

と
し
て
も

市
町
村
が

十
分
な
住

民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供

た
。

　

ま
た
、
組
織
運
営
の
基
本

と
し
て
、
組
合
員
の
声
を
丁

寧
に
聞
き
取
り
、
課
題
を
整

理
し
、
対
話
と
交
渉
に
よ
っ

て
改
善
に
つ
な
げ
る
「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
０
～
４
」
の
実
践
を
紹

介
し
た
。
さ
ら
に
、
出
身
単

組
で
あ
る
八
女
市
職
労
の
実

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
課
題
を
共
有
し
な
が
ら

適
切
な
助
言
・
指
導
を
し
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
以

下
の
と
お
り
要
求
に
対
す
る

回
答
を
し
た
。

①
賃
金
水
準
と
給
料
表
の
運

用
・
諸
手
当
の
改
善
…
全
世

代
の
職
員
賃
金
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、
均
衡
の
原
則

や
民
間
準
拠
を
基
本
と
し
て

行
わ
れ
る
べ
き
。
自
動
車
等

使
用
者
の
通
勤
手
当
は
、
国

を
基
準
と
し
つ
つ
も
住
民
目

線
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必

要
。
地
域
手
当
は
、
府
内
全

域
で
８
％
が
提
示
さ
れ
て
い

る
が
、
国
か
ら
の
交
付
税
が

不
十
分
で
あ
り
、
府
と
し
て

例
を
も
と
に
、
春
闘
か
ら
賃

金
確
定
闘
争
ま
で
年
間
を
通

じ
て
全
員
参
加
で
取
り
組
む

姿
勢
や
、
単
組
の
枠
を
超
え

た
共
闘
の
重
要
性
を
説
明
。

最
後
に
「
組
合
活
動
は
大
変

だ
が
、
そ
の
先
に
は
大
切
な

仲
間
と
喜
び
を
共
有
で
き
る

貴
重
な
経
験
と
な
る
」
と
述

べ
、
活
動
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

後
半
で
は
、「
資
産
運
用

の
基
礎
知
識
と
賢
い
共
済
活

用
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
独
立

系
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
瀬
戸
家
み
の
り
さ

ん
に
よ
る
講
演
を
受
け
た
。

瀬
戸
家
さ
ん
は
、
将
来
の
不

安
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
コ

ア
資
産
を
確
保
し
た
上
で
資

も
国
に
対
し
て
十
分
な
財
源

の
確
保
を
求
め
て
い
く
。

②
会
計
年
度
任
用
職
員
等
の

処
遇
改
善
…
月
例
給
・
一
時

金
は
府
内
ほ
ぼ
す
べ
て
の
自

治
体
で
４
月
遡
及
が
行
わ

れ
、
処
遇
改
善
は
進
ん
で
い

る
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
各

自
治
体
で
人
件
費
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
経
常
収
支
比

率
が
悪
化
し
て
い
る
。
自
治

体
の
持
続
可
能
性
を
考
え
、

将
来
的
に
は
会
計
年
度
任
用

職
員
を
正
規
職
員
へ
置
き
換

え
る
必
要
性
も
考
え
る
。

③
働
き
方
改
革
の
推
進
…
対

象
職
場
で
は
３６
協
定
の
締
結

が
必
要
。
未
締
結
の
自
治
体

に
は
助
言
、
指
導
を
行
う
。

産
の
運
用
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
述
べ
、
ゲ
ー
ム
を
交
え

て
投
資
の
王
道
を
説
明
。「
値

下
が
り
し
に
く
い
商
品
を
毎

月
同
額
で
長
期
間
買
い
続
け

る
こ
と
」
が
大
事
で
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
走
ら
ず
「
つ
ま
ら

な
い
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
継

続
」
す
る
姿
勢
が
成
功
の
近

道
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
じ
ち
ろ
う
共
済

の
長
期
共
済
・
税
制
適
格
年

金
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
な
ど
を
目
的
に
応
じ
て
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
無
理

な
く
資
産
形
成
が
進
む
と
紹

介
し
た
。
瀬
戸
家
さ
ん
は
、

「
自
治
労
共
済
は
保
障
内
容

と
掛
金
水
準
の
両
面
で
優
れ

て
お
り
、
組
合
員
に
と
っ
て

心
強
い
選
択
肢
で
あ
る
」
と

④
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
快

適
な
職
場
づ
く
り
…
カ
ス
ハ

ラ
対
策
は
名
札
の
簡
略
化
や

述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」「
保
険
の

録
音
機
能
付
電
話
機
の
設
置

な
ど
進
ん
で
き
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
む
け
、
適
切
な
対
応
を
す

る
よ
う
自
治
体
に
助
言
、
指

導
す
る
。
ま
た
、「
衛
生
委

員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
５０

人
以
上
規
模
の
事
業
所
で
は

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
未

設
置
・
未
実
施
の
自
治
体
に

は
助
言
、
指
導
し
て
い
く
。

⑤
国
保
行
政
・
社
会
保
障
制

度
へ
の
対
応
…
被
用
者
保
険

の
適
用
拡
大
に
よ
り
、
国
保

の
被
保
険
者
の
大
幅
な
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
。
各
自
治
体

で
財
政
的
、
人
的
影
響
が
出

る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
府

の
担
当
部
署
が
情
報
収
集
し

見
直
し
や
資
産
運
用
の
勉
強

に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

た
う
え
で
各
自
治
体
に
共
有

し
て
い
く
。

⑥
自
治
体
の
行
政
運
営
…
新

名
神
高
速
道
路
の
開
通
延
期

に
よ
り
城
陽
市
が
減
収
と
な

り
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
現
時
点
で
当
該
市
と
十

分
な
情
報
共
有
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
必
要
な
対
応
を
行

う
。

　

以
上
の
回
答
を
踏
ま
え
、

各
単
組
に
お
い
て
は
組
合
員

の
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
に
向
け
、
確
定
交
渉
を

は
じ
め
、
２
０
２
６
春
闘
に

む
け
た
要
求
事
項
の
積
み
上

げ
を
し
て
い
こ
う
。

　

９
月
に
開
催
さ

れ
た
府
本
部
定
期

大
会
で
の
改
選
に

よ
り
、
役
員
と
な

っ
た
。
今
月
号
の

コ
ラ
ム
の
当
番
が
私
で
あ
る

た
め
、
初
め
て
文
章
が
掲
載

さ
れ
る
。
組
合
に
２０
年
以
上

加
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
コ

ラ
ム
を
一
度
も
読
ん
だ
こ
と

が
な
く
、
そ
も
そ
も
、
コ
ラ

ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
知
ら
な
か
っ
た
▼
自
分
で

言
う
の
も
変
か
も
し
れ
な
い

が
、
私
は
、
組
合
活
動
に
向

い
て
い
な
い
と
思
う
。
自
分

の
主
義
・
主
張
等
は
、
あ
ま

り
な
い
し
、
頭
の
回
転
が
速

い
方
で
も
な
い
。
そ
れ
に
加

え
て
人
前
で
話
を
す
る
の
も

苦
手
だ
▼
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
大
役
を
し
て
い
る

の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
一
番
の
理
由

は
、「
頼
ま
れ
た
ら
断
れ
な

い
」か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

私
が
子
供
の
時
か
ら
、
親
や

学
校
の
先
生
か
ら
も
言
わ
れ

て
い
た
。
そ
の
他
に
、
複
数

の
友
達
か
ら
、「
偽
善
者
」

っ
ぽ
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
も
当
た
っ
て
い
る
と
思

う
▼
そ
ん
な
私
だ
が
、
な
っ

た
か
ら
に
は
、
組
合
員
の
方

の
た
め
に
、
ま
ち
・
地
域
の

た
め
に
、
関
わ
る
全
て
の
人

の
た
め
に
、
精
一
杯
が
ん
ば

っ
て
い
こ
う
と
思
う
。
頼
り

な
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
▼
こ

れ
は
、「
偽
り
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
。�

（
お
）

　
府
本
部
は
、
１１
月
１５
日
「
府
本
部
リ
ー
ダ
ー

ズ
セ
ミ
ナ
ー
＆
共
済
集
会
」
を
京
都
テ
ル
サ
で

開
催
。
９
単
組
３３
人
が
参
加
し
た
。
単
組
の
組

織
強
化
に
向
け
た
各
単
組
役
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
自
治
労
共
済
の
推
進
を
目
的
と
し
た
。

府
本
部
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
＆
共
済
集
会
を
開
催

組
合
活
動
を
通
じ
て

組
合
活
動
を
通
じ
て

��

仲
間
づ
く
り
と
経
験
を

仲
間
づ
く
り
と
経
験
を

賃金労働条件の改善に
十分な財源の確保を
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結婚
祝金

ば
え
例

…

総
合共済ならこんな場合も給付されます!  　

　

お二人とも
給付対象です。

夫婦ともに
組合員の場合は

「親死亡」は実父母だけでなく、
配偶者の父母

（義父母）も対象です。

他にもさまざまな給付があります!

死亡
弔慰金

ご請求はお忘れなく!

5125Q001

の給付請求をお忘れなく

　

府
本
部
女
性
部
は
１１
月
７

日
、
第
６３
回
定
期
大
会
を
京

都
経
済
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
。
７
単
組
２７
人
が
参
加
し

た
。
は
じ
め
に
千
田
女
性
部

長
は
「
女
性
特
有
の
悩
み
や

問
題
が
あ
る
中
、
健
康
に
働

き
続
け
た
い
と
思
え
る
職
場

環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

女
性
部
の
活
動
で
少
し
で
も

課
題
解
決
で
き
る
よ
う
取
り

組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

議
事
に
移
り
、
活
動
経
過

報
告
を
行
っ
た
後
、
各
単
組

か
ら
活
動
報
告
を
受
け
た
。

学
習
会
や
バ
ス
ツ
ア
ー
、
演

　

府
本
部
町
村
職
評
議
会
は

１１
月
２８
日
、
ゆ
め
り
あ
う
じ

で
第
３３
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
４
単
組
１０
人
が
参
加
し

た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
河
島

議
長（
久
御
山
町
職
）は「
今

劇
鑑
賞
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
交

流
会
な
ど
組
合
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
た
。活
動
方
針
で
は
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、

年
休
生
休
ア
ン
ケ
ー
ト
、
反

戦
・
平
和
行
動
な
ど
の
取
り

組
み
を
提
案
し
、
全
議
案
が

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
新
役

員
体
制
で
は
、
部
長
に
松
田

か
ず
美
さ
ん
（
自
治
労
京
都

市
職
）
を
選
任
。
松
田
新
部

長
は
「
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

女
性
部
運
動
を
進
め
て
い
き

た
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

年
の
人
事
院
勧
告
で
は
、
全

世
代
で
の
給
料
表
の
引
き
上

げ
改
定
と
な
り
、
今
後
の
交

渉
に
お
け
る
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、

慢
性
的
な
人
手
不
足
等
、
厳

し
い
状
況
は
続
く
た
め
、
町

　

府
本
部
青
年
部
は
１１
月
２２

日
（
土
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ

ラ
ザ
京
都
で
第
５８
回
定
期
大

会
を
開
催
し
９
単
組
４２
人
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
竹
内
翔
真
青
年
部
長
（
京

田
辺
市
職
）よ
り
、「
青
年
部

で
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
等
で

組
合
員
同
士
が
仲
良
く
な
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

今
後
も
団
結
力
を
高
め
る
た

め
青
年
部
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
来
賓
の
森
本
執
行

委
員
長
か
ら
、
激
励
あ
い
さ

村
評
に
結
集
し
て
強
固
な
連

携
を
図
り
、
人
員
や
予
算
の

確
保
、
労
働
条
件
の
改
悪
阻

止
な
ど
要
求
し
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
府
本
部

の
増
永
書
記
長
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

２
０
２
５
年
度
経
過
報
告

な
ら
び
に
２
０
２
６
年
度
活

動
方
針
と
役
員
体
制
を
提
起

し
、
す
べ
て
の
議
案
は
可
決

・
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員
体

制
は
次
の
通
り
。
議
長
・
村

田
崇
（
宇
治
田
原
町
職
）、

副
議
長
・
中
田
和
宜
（
井
手

町
職
）、
事
務
局
長
・
迫
畑

美
沙
（
久
御
山
町
職
）、
幹

事
・
永
江
匠
（
笠
置
町
職
）。

つ
を
受
け
、議
事
に
入
っ
た
。

執
行
部
か
ら
「
２
０
２
５
年

度
活
動
経
過
報
告
」、「
２
０

２
６
年
度
活
動
方
針
及
び
役

員
体
制
」
が
提
案
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

新
部
長
に
選
出
さ
れ
た
髙

橋
正
樹
さ
ん
（
自
治
労
京
都

市
職
）
は
、「
各
単
組
の
特

色
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
作
り
、
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
活

動
を
常
任
委
員
全
員
で
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

　

府
本
部
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
評
議
会
は
１１
月
１６
日
、

府
本
部
会
議
室
で
第
５
回
総

会
を
開
催
。
５
単
組
１５
人
が

参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
今
井

　

府
本
部
公
営
企
業
評
議
会

は
１２
月
５
日
、
府
本
部
会
議

室
で
第
４７
回
総
会
を
開
催
。

来
賓
を
含
む
４
単
組
１３
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
滝
川
議
長
（
京
田

辺
市
職
）
は
、「
能
登
半
島

地
震
や
局
地
的
豪
雨
に
よ
る

イ
ン
フ
ラ
被
害
や
、
八
潮
市

の
道
路
陥
没
事
故
、
京
都
市

の
老
朽
水
道
管
破
損
な
ど
水

道
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
は
最
重

要
課
題
だ
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
水
が
出
る
日
常
の
「
当
た

り
前
」
を
守
る
に
は
、
安
心

・
安
全
で
安
定
し
た
公
共
サ

議
長
は
「
全
国
の
自
治
体
で

働
く
非
正
規
職
員
約
６８
万
人

の
う
ち
、
組
合
に
加
入
し
て

い
る
の
は
約
３
万
人
し
か
い

な
い
。
非
正
規
職
員
は
増
加

に
比
べ
て
、
組
織
化
が
追
い

ー
ビ
ス
の
提
供
と
と
も
に
、

公
営
企
業
労
働
者
の
労
働
環

境
改
善
が
不
可
欠
。
公
企
評

に
結
集
し
て
、
各
単
組
で
要

求
、
交
渉
に
取
り
組
も
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

森
本
府
本
部
委
員
長
の
激

励
あ
い
さ
つ
の
後
議
事
に
入

り
、
２５
経
過
報
告
、
２６
活
動

方
針
お
よ
び
役
員
体
制
が
確

認
さ
れ
た
。
新
三
役
は
次
の

通
り
。
議
長
・
岩
田
真
治（
八

幡
市
職
労
）、
副
議
長
・
川

上
浩
幸
（
福
知
山
公
企
）、

事
務
局
長
・
上
野
翔
三
（
宇

治
田
原
町
職
）

付
い
て
い
な
い
。
人
事
院
勧

告
で
給
料
も
上
が
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
は
改

善
さ
れ
て
い
る
が
、
自
治
体

に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
不
公

平
な
実
態
も
あ
る
。
改
善
す

る
た
め
に
は
数
は
力
。
各
単

組
で
仲
間
づ
く
り
を
進
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

森
本
委
員
長
の
激
励
あ
い

さ
つ
の
後
、議
事
に
入
り
、経

過
報
告
、
２
０
２
６
活
動
方

針
と
役
員
体
制
案
を
提
案
。

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
、
府
本
部
の
中
原

書
記
よ
り
「
組
合
勧
誘
ビ
ラ

の
作
り
方
」
と
題
し
た
学
習

会
を
実
施
し
た
。

　

府
本
部
労
組
法
適
用
組
合

協
議
会（
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
京
都
）

は
１１
月
２８
日
、
こ
ど
も
み
ら

い
館
で
第
２７
回
総
会
を
開

催
。
幹
事
・
代
議
員
あ
わ
せ

て
８
単
組
２１
人
が
参
加
し

た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
西
村
議
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
要
求
を
出
さ
な
い
限
り
何

も
変
わ
ら
な
い
。
職
場
で
の

対
話
か
ら
不
満
を
書
き
出

し
、
要
求
書
に
ま
と
め
、
提

出
し
よ
う
。
特
に
提
出
経
験

の
少
な
い
単
組
は
『
ま
ず
作

っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

　

府
本
部
は
１１
月
３０
日
、
第

２１
回
京
都
府
内
学
童
保
育
・

う
』と
強
調
し
改
善
が
一
歩

で
も
進
め
ば
組
合
員
の
力
に

な
る
」
と
訴
え
た
。
議
事
に

入
り
、
２５
年
度
経
過
報
告
、

２
０
２
６
年
度
運
動
方
針
と

役
員
体
制
を
確
認
し
た
。

　

最
後
に
西
村
議
長
が
「
Ｊ

Ｉ
―
Ｕ
Ｐ
の
仲
間
も
自
治
体

単
組
の
仲
間
も
職
場
の
課
題

は
ほ
ぼ
同
じ
。
知
り
合
い
の

輪
を
広
げ
て
課
題
解
決
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
た
め
府
本
部
の

各
種
集
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
」
と
呼
び
か
け
、
力
強

い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
総
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

児
童
館
職
員
・
保
育
士
集
会

を
宇
治
市
産
業
会
館
で
開

催
。
３
単
組
５６
名
が
参
加
し

た
。
家
庭
教
師
シ
ス
テ
ム
学

院
代
表
の
長
谷
川
満
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、「
自
信
と
や

る
気
を
引
き
出
す
プ
ラ
ス
の

問
い
か
け
」・「
大
人
の
自
己

肯
定
感
の
高
め
方
」
の
講
演

を
聞
い
た
。

　

前
半
は
子
ど
も
の
自
尊
感

情
や
自
己
肯
定
感
を
育
て
る

関
わ
り
方
に
つ
い
て
。「
プ

ラ
ス
の
問
い
か
け
は
子
ど
も

の
考
え
や
気
持
ち
を
聞
こ
う

と
す
る
も
の
で
、
大
切
に
さ

れ
認
め
ら
れ
て
い
る
、
愛
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
と
き

『
自
己
成
長
力
』
を
発
揮
し
、

主
体
的
・
意
欲
的
に
物
事
に

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に
な

る
」
と
説
明
し
た
。

　

後
半
は
、
大
人
の
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
方
法
を
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
解
説
。「
自

分
の
内
面
の
声
の
と
お
り
に

物
事
を
決
め
る
こ
と
が
幸
せ

に
繋
が
る
。
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
受
け
入
れ
る
自
己
受

容
が
で
き
れ
ば
他
者
受
容
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
述

べ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
講

師
の
言
葉
に
共
感
し
な
が

ら
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に

い
た
だ
い
た
詩
や
講
演
の
感

想
等
を
共
有
し
た
。

第21回京都府内学童保育第21回京都府内学童保育
・児童館職員・保育士集会・児童館職員・保育士集会

プ
ラ
ス
の
問
い
か
け
で

プ
ラ
ス
の
問
い
か
け
で

自
己
成
長
力
を
発
揮

自
己
成
長
力
を
発
揮

女性部定期大会町村評定期総会

青年部定期大会

臨職評総会

公企評総会

JI-UP京都総会

女性が働きやすい女性が働きやすい
職場づくりを職場づくりを

処遇改善めざして処遇改善めざして
各単組で仲間づくりを各単組で仲間づくりを

人員や予算の確保等人員や予算の確保等
に向け、要求・交渉をに向け、要求・交渉を

単組の特色を単組の特色を
生かした活動を生かした活動を

蛇口をひねれば水が出る蛇口をひねれば水が出る
日常の当たり前を守ろう日常の当たり前を守ろう

要求書、要求書、
まずは作ってみようまずは作ってみよう
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